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要性を実感したりしなければ，いくら提案しでも活動
は継続されず，自主的に行われない 物事は表裏一体
であり， 1つの価値観や側面で見ていてはわからない
こと，乗り越えられない課題があるということがわか
り，多面的な視野の重要性とそこにいる人々や習慣に
合わせていく柔軟性が必要だということを今回の活動
を通して学んだ
今回のボランティア活動は短期間であったが，現地
の幼児教育や生活の実情を幅広く見ることができた
日本て、は当たり前とされていることが1 セネガル共和
国では当たり前ではないということを痛感し，国民性，
価値観，習慣，宗教によって「正しいこと」や「良い
こと」が変わってくるということも実感した 毎日
40'tの気温や生活環境の中で児童を指導するのは容易
ではない しかし，セネガルの教員の多くはこのよう
な厳しい状況の中で教育の大切さや児童のことをよく
考えて指導していることがわかった 他国で良いとさ
れている方法をセネガルに当てはめるのではなく，セ
ネガルの状況をきちんと見極めることが今後教育支援
や教育援助を行っていく上で大切だということに気が
付くことができた 現場の教員自身が活動や指導の必
おわりに5. 
第8号国際教育協力研究114 
